
 
図１. 外向性の個人内変動と個人間変動
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混合効果位置スケールモデルと呼ばれる分析法
により、自己概念の個人内変動と個人間変動を検
討しています（図1）。
この方法は人の変化に関するあらゆる量的デー

タに適用できるものです。人には測定可能な様々
な心理的・生理的属性がありますが、概ね100人
以上の人々に関して、縦断的なデータが得られれ
ば、どのような測定値でも、変化の解析を行えま
す。その利点は、個人内と個人間の変化に影響す
る異なる要因を同じモデルの中で一括して評価で
きることです。
例えば、抑うつ的な気分の変化には、日々のス

トレスの違いのような個人的効果と、年収のよう
な社会経済的地位による全体的効果があります。
ストレスと年収にも関連はありますが、これまで
は別に分析せざるを得ませんでした。しかし、本
研究の方法を用いると、その関連を含めて一括し
て1つのモデル内で検証できます。さらに、調べ
たい変数の個人内変動と個人間変動の大きさも比
較できるので、現象理解に役立ちます。
この分析方法は、教育（テスト得点など）、福

祉（育児不安・介護負担など）、保健（飲酒・カ
ロリー摂取量など）、看護（治療行為の動機づけ
など）のような多くの社会・健康科学領域のデー
タに適用できる新しい手法です。

個人

図の測定値は外向性の程度に関する自己評定
です。自分の行動特徴に関する自分自身による
評定なので、自己概念の一部にあたります。

この図には、変動に影響する要因はなくて、
単純に個人内変動と個人間変動を示しています。

上下に伸びている線分は、各個人の測定値の
変動幅（±1SD）を表します。これが個人内
変動です。

線分の中心にある「〇」は、各個人の平均値
を示しています。その高さが人によって違うの
がわかるかと思います。これが個人間変動です。
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